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柴田勝征
　私は1986年以来, US式英和翻訳システムの開発に取り組んできましたが,この10年間の経験の蓄積を生かして,いよいよUS式｢和英｣翻訳システムの開発に踏み出しました｡ここにその最初の公開バージョンを発表して,皆様のご批判を仰ぎたいと思います｡
　拙著『英和翻訳システム/例文とチューンアップ』の中にも書きましたように,日本人が作る和英翻訳システムが出力する英文は､どうしても``日本人的英語''になりがちで､あまりよいものができないのが通例ですが,できるだけそのようにならないように,十分に注意して取り組んでいるつもりです｡
　かつて故上野俊夫氏は､ ｢英和翻訳システムと同じような和英のシステムを作るのでは面白味がないから｣と, 『パーソナルコンピュータによる日英双方向機械翻訳システムの制作』 (参考文献[2])を企画されました｡.上野氏の企画はとても興味のあるものですが,現在の私は｢英和｣のほうだけでも四苦八苦している段階なので､とてもそれ以上に意欲的な新企画に手を出す余裕がありません｡そこで私は,上野氏とはちょうど正反対の発想ですが,できる限り『US式英和翻訳システムの構造を保ったままで､それを｢和英｣のシステムに化けさせていく,という方針をとることにしました｡翻訳プログラム本体も,データ構造も､ユーザーインターフェースも､できるだけ｢US式英和｣の方式を流用し､必要最小限度の修正だけで新しい｢和英｣の翻訳システムを作ろうというわけです｡
　したがって､本書で解説している『us式和英翻訳システム』は,従来の｢US式英和翻訳システム｣を使用した経験のある方には,非常にとっつきやすいシステムになっているはずです｡
　なお､私はずっとMS-DOSの上で翻訳システムを開発してきましたが,マイクロソフト｢Windows｣が全盛を極めている昨今の状況に鑑み,本和英システムは｢Windows｣にも対応したものにしました｡とは言っても,｢Windows｣用の各種アプリケーション･ソフトでおなじみの､メニューバーやドロップダウン･メニューを備えた本格的なものではなく, ｢DOS窓｣ではなく普通の｢Windows｣機能を持った｢output/input｣というタイトルの窓でデータのやりとりをする,というだけのことです｡それでも､黒地に白文字の｢DOS窓｣よりも白地に黒文字の｢Windows｣窓のほうが,プロジェクターで壁のスクリーンに拡大したときに見やすいとか,文字列の一部をマウスで選択して切り貼りができるとか､いろいろ長所があります.また､ ｢DOS窓｣は一度に1つしか開けられませんが､ ｢Windows窓｣は複数個開けるので､翻訳させつつ同時に辞書登録の窓を開くこともできます。　このような｢Windows対応｣版を作るには,普通はたいへんめんどうな｢windows｣用のプログラミングをしなければなりません｡ところが､マイクロソフト｢Visual C/C++｣ (version 1.*)には｢Quick Win｣という優れもののオプションがあって､普通の｢MS-DOS｣用に書いたC言語のプログラムを,上に説明したような意味での｢Windows｣用実行ファイルに｢自動翻訳｣してくれるのです｡本書の第7章で､そのやり方を説明してあります｡ ｢Windows｣プログラミングを本格的に勉強する余裕のない方が､手っとり早くとりあえずの｢Windows｣版ソフトを作ってみるにはとても便利です｡
　この｢QuickWin｣というたいへん便利なオ.プションはVisualC++ ver.2.00以降はサポートされなくなってしまったのですが,私がVisual C++ ver.6.0を購入したときにはオマケとして無料で付いてきました｡しかし現在ではVisual C++もVisual C++.NET 2003あるいは2005が最新のバージョンになっており､ ver.1.*は入手困難な｢お宝｣ソフトになっているかもしれません｡ QuickWin版なしで､どうしてもWindows上の和英翻訳プログラムを改良してみたい,という方はVisual C++最新版の使い方を勉強していただくほかはありません｡とはいえ,翻訳エンジン本体部分のプログラムはどのようなバージョンでも使用することができます｡ MS-DOSやUNIXのCプログラムではprintf()文によって文字列をコンソールに出力しますが, Windowsプログラミングではメインフレームと呼ばれるウインドウを開いて､そこにメッセージを出力させるようにします｡このような出力方式の違いを除けば残りの部分のソースコードに変更を加える必要はないので, Visual C++.NETによるプログラミングの初歩を勉強された方が､本書の和英翻訳システムのソースコードをVisual C++.NET用に修正することは容易です｡
　翻訳システムの良し悪しは､ひとつには､辞書や文法規則などがどれだけ豊富なデータを含んでいるかによります｡そして､そのように豊富なデータを集録するには永い年月がかかります｡本書の翻訳システムは,まだ開発が始まったばかりですので,当然､きわめて乏しいデータしか集録できていません｡その意味では,本書のシステムは､まだほんのオモチャのようなものですが,今後末永く成長し続けていくつもりですので､皆様もこれをたたき台にして､いろいろな和英翻訳システムの制作を試みていただければ幸いです｡
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